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Research Abstract

1.⼩規模斜張橋である⾦沢市内の「雪吊り橋」に対する⾃然⾵⾃動観測システムの開発を⾏った。
(1)⾵計測‥‥三林型⾵速計,(2)⾵向計‥‥⾵向計の軸にパルス発信機を連絡し、2V/360°の電圧出⼒が得られるものを開発した。(3)⾵圧計‥‥既製の⾵圧計を⽤い、常に
⾵向き⽅位を向かすことができるとともに、外部からの信号によりパルスモーターが回転し、任意の⽅向を向かすこともできるようにした。(4)雪圧計‥‥積雪計に換えて
橋⾯への雪の圧⼒(雪荷重)を計ることのできる圧電ゴムを⽤いた圧⼒センサーを開発し、実⽤化した。(5)変位計‥‥マノメータと微差圧計を⽤いることによって⼤きな静
的変位を計測できるようにした。(6)加速度計‥‥既製の⼩容量(2g)のものを⽤いた。
2.組⽴式衝撃加振器を開発した。積雪時にも起振実験ができるように、各部品を⼈⼒で運搬できるようにした、組⽴式の衝撃加振器を製作した。特に、最近の動特性同定
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(モード解析)理論が適⽤できるように、2度打ち防⽌機構を有したもので、ロードセル・重鍾(最⼤100kg)・マグネットからなっている。その結果、ゴムクッション材の調
整により必要となる周波数領域でほぼ平担な⼊⼒スペクトルを有するインパルスを与えることが可能となった。本装置は、本橋だけでなく他の道路橋および舗装版・地盤等
の動特性の同定にも利⽤できるものであり、その利⽤⽅法については今後の課題である。
3.データロギング装置の開発AD変換装置(8ch,最⼩サンプル間隔50μs,データ容量256kB)とハンドヘルドコンピュータ・フロッピーディスク(容量360kB)からなるデータ
ロギング装置を開発・製作した。
以上のようなシステムを開発し、模型実験ではシステムは順調に稼動した。ところが、今季の降雪が異常に少なかったことから積雪時の観測は来季に⾏うこととした。
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